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	操業位置での漁獲量を図に示す。4月には西経域の表面水温20℃付近の海域で調査を実施した結果，主に新たに確認された冬春生まれの産卵群が漁獲された。しかし，これらはまとまった漁獲とならなかった。このことは，産卵期には捕食量が低下するため漁獲されにくいという生物学的な理由による可能性と，透明度の高い沖合域で集魚灯を用いた従来漁法がそぐわないという技術的な可能性によることが考えられる。5月は南方から亜寒帯前線に向けて北上しながら調査を実施した，4月と比較すると漁獲は増加したが，当業船並のまとまった漁獲には...
	現在，アカイカを対象としたイカ釣り当業船では夏季1航海のみ実施されているが，本結果より2航海実施の可能性も示唆された。今後は，例年日付変更線付近で漁場形成される秋生まれ群の漁場の広がりを確認するとともに，西経域で新たに確認された冬春生まれ群および日本近海において冬季に漁獲される冬春生まれ群の，長期的な回遊の追跡による漁場形成機構の検討が主な課題としてあげられる。

